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社会保障税―体改革特届」委員会

公   明   新

_「趙 張司

極
め
て
重
い
決
断
だ

っ
た
。

政
府
提
出
の
社
会
保
障
と
税
の

一
体
改
革
関
連
法
案
を
め
ぐ
り
、

民
主
、
自
民
、
公
明
の
３
党
は
実

務
者
に
よ
る
修
正
協
議
で
合
意
し

た
。
関
連
法
案
の
修
正
案
と
と
も

に
、
今
後
の
社
会
保
障
制
度
改
革

を
議
論
す
る

「
国
民
会
議
」
を
設

置
す
る
改
革
推
進
法
案
を
今
国
会

で
成
立
さ
せ
る
方
針
だ
。

当
初
は

″社
会
保
障
置
き
去
り

の
増
税
先
行
″
が
危
ぶ
ま
れ
た
が
、

公
明
党
が
民
主
、
自
民
の
２
大
政

党
の
中
に
飛
び
込
ん
で
修
正
協
議

に
参
加
し
、

増
税
先
行
に
歯
止
め

を
か
け
、
社
会
保
障
の
充
実
を
勝

ち
取

っ
た
意
義
は
大
き
い
。

超
高
齢
社

会
の
進
展
に

伴
い
、
年
金

や
医
療
な
ど
の
社
会
保
障
害
一の
増

大
は
避
け
ら
れ
な
い
。
そ
の
財
源

を
確
保
す
る
に
は
消
書
一税
を
含
む

税
制
の
抜
本
改
革
が
必
要
だ
。

民
主
党
が
今
、
消
費
増
税
を
掲

げ
て
い
る
の
は
、
当
時
の
主
張
が

選
挙
目
当
て
の
ウ
ン
だ

つ
た
こ
と

を
認
め
た

「敗
北
宣
言
」
だ
と
、

は

っ
き
り
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

修
正
協
議
で
は
、
公
明
党
が
強

く
主
張
し
て
き
た
民
主
党
の
新
年

明
記
さ
れ
、
民
主
党
案
の
実
現
の

芽
は
断
た
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

政
府
の
年
金
、
子
育
て
関
連
法

案
も
、
公
明
党
の
提
案
を
ベ
ー
ス

と
し
た
修
正
で
折
り
合

っ
た
。

低
所
得
者

へ
の
福
祉
的
な
給
付

を
行
う
事
実
上
の
加
算
年
金
は
、

多
く
が
実
現
の
方
向

で
合
意
し
た

こ
と
は
大
き
な
成
果
だ
。

税
制
分
野
で
は
消
書
一税
の
低
所

得
者
対
策
と
し
て

「
簡
素
な
給
付

措
置
」
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、

政
府
案
に
は
な
か

っ
た

「軽
減
税

率
」
の
検
討
も
盛
り
込
ま
せ
た
。

さ
ら
に
防
災

・
減
災

二
包
―
デ

ィ

ト
ル
の
実
施
を
強
く
求
め
、
防
災

ｏ
減
災
対
策
な
ど
を
軸
に
し
た
景

気
対
策
の
検
討
を
明
記
さ
せ
た
。

消
費
税
率
を
引
き
上
げ
る
際
に
は

「国
民
会
議
」
の
結
論
を
確
認
す

る
こ
と
に
し
、
社
会
保
障
改
革
が

決
ま
ら
な
い
限
り
、
消
費
増
税
が

で
き
な
い
仕
組
み
に
し
た
。

残
さ
れ
た
課
題
の
協
議
に
お
い

て
も
、
公
明
党
が

「層
】税
先
行
は

許
さ
な
い
」
と
の
姿
勢
で
存
在
感

を
発
揮
し
て
い
き
た

い
。

し
か
し
、
民
主
党
は
２
０
０
９

年
の
衆
院
選
で

「
ム
ダ
を
削
れ
ば

財
源
は
確
保
で
き
る
」

「消
善
一税

は
４
年
間
、上
げ
る
必
要
が
な
い
」

と
豪
語
し
て
政
権
を
奪
い
、
そ
れ

以
降
、
　
″放
漫
財
政
″
の
政
権
運

営
を
進
め
て
き
た
の
で
あ
る
。

金
制
度
の
撤
回
と
、
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
の
廃
止
の
撤
回
を
事
実

上
、
勝
ち
取

っ
た
。
３
党
に
よ
る

羅

認
書
」
で
、
今
後
の
公
的
年

金
制
度
と
高
齢
者
医
療
制
度
の
改

革
は

「内
容
等
に

つ
い
て
３
党
間

で
合
意
に
向
け
て
協
議
す
る
」
と

実
施
に
必
要
な
法
律
を
消
費
税
率

の
引
き
上
げ
前
に
成
立
さ
せ
る
こ

と
を
確
認
し
、
増
税
を
先
行
さ
せ

な
い
よ
う
に
し
た
。
ま
た
、
年
金

の
受
給
資
格
期
間
の
短
縮
や
認
定

こ
ど
も
園
の
拡
充
な
ど
、
公
明
党

が
従
来
か
ら
掲
げ
て
き
た
政
策
の
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